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新型コロナウイルス感染症に翻弄された２０２１年。なかなか思

うようにはいかない年末年始でしたが、皆様はいかがお過ごしにな

られたでしょうか。新しい年のよいスタートとなりましたら幸いで

す。旧年中は、保護者の皆様、地域の皆様にたくさんのお力添えを

いただき、コロナ禍においても、実り多い充実した教育活動を行う

ことができました。本当にありがとうございました。どうぞ、本年

もよろしくお願いいたします。               

年明けとともに新型コロナウイルスが猛烈な勢いで感染拡大し、

島根県内はもとより浜田市内においても猛威をふるっています。学

校におきましても緊張感をもって、出来うる感染防止策を講じなが

ら、日々の教育活動を行っているところです。心配はつきませんが、

決して歩みを止めることなく、たとえわずかずつでも、前に前に進

んでいきたいと考えています。 

さて、３学期が始まりました。３学期というのは学校の１年にお

いて最も短い学期ですが、とても重要な学期でもあります。そこで、

始業式では、「３学期は○○の学期」という話をしました。○○の

中には、「まとめ」「準備」という言葉が入ります。どの学年も、今

年度を振り返り、自分のそして自分達の成長や課題を確認してほし

い、そして、次の学年に向けて、心も体も頭もしっかり準備してほ

しいと伝えました。話を聴く際の子どもたちは、姿勢を正し、真っ

すぐに顔を前に向け、私の話をうなずきながら聴いていました。そ

の姿は、きっと美川小学校の２０２２年は素晴らしいものになると

思わせてくれる素晴らしいものでした。 

始業式ではもう一つ話をしました。それは、「実行力」の話です。

新しい年の始まりに、子どもたちはそれぞれに新年の決意を立てま

した。どれもみな素晴らしい決意や目標です。前述した「まとめと

準備」も学校全体で取り組む目標でもあります。ただし、どれだけ

素晴らしい決意や目標も、そこに向かって努力し達成しなければ意

味がありません。口で言うのは簡単です。大切なことは、自分が思

ったこと、考えたこと、決めたことを実際にやり抜くことです。そ

のやり抜く力が「実行力」です。この「実行力」を身につけてほし

い、７７名の美川っ子にそう話しました。 

「実行力」とよく似た言葉に「行動力」があります。とてもよく

似ていますが、この両者の違いは、【目的やゴールに対する行動に、

計画性が伴うか否か】だと言われています。行動力は計画の有無に

かかわらず行動を起こすことであり、実行力とは目標に対する計画

を設定し、計画を実行するスキルのことです。 

 この３学期、美川っ子が自らの決意や目標を達成するために、計

画を立て、そしてその計画を実行する力「実行力」をしっかり身に

つけていけるよう全力で指導、支援していくつもりです。 

                 

 

 

                   

 

【１階廊下】        【２年生教室前廊下】 

 

 

 

 

 

【５年生教室内】       【６年生教室内】 

 廊下や教室内には、各学年の新年の決意や目標が写真のように掲示

してあります。私は校内を歩きながら、この掲示物を見るのが好きで

す。一人一人の子どもたちの顔を思い浮かべながら、「あの子の決意は

これか」「この目標は誰のだろう」などと考えます。一人一人が真剣に、

一生懸命に考え、決めた決意や目標。どれもみな素晴らしいものです。 

 決意や目標は自分のものですから、無理に表明するものでもないで

すし、本来なら人に言う必要もありません。自分の胸の内で、しっか

りと自覚することができていればそれでいいとも思います。ですが、

それをあえて口にしたり書き表したりして、明らかにすることで、自

分の決意や目標に対する責任のようなものが出てくる気がします。子

どもたちには、ぜひ「実行力」を発揮し、自分の決意や目標を達成し

てほしいと思います。そして、私たち大人は、達成に向かう子どもた

ちの頑張りを見守り、応援し続けるとともに、自分自身も決意や目標

に向かって頑張る姿を見せることが大切な気がします。 

私は、毎年、その年の自分の決意を漢字一文字で表すようにしてき

たのですが、今年は【前】としました。なぜ、「前」としたのか。実は、

年末年始にダイエットを兼ねて毎日歩きました。１２月２８日から始

めたウオーキングは１月１０日まで毎日続き、１日平均約２時間、１

万５０００歩を歩きました。私の歩幅は約７０ｃｍですので、距離に

すると、毎日１０ｋｍ以上歩いたことになります。たった７０ｃｍと

いうわずかな数の積み重ねが、時間をかけることで１０ｋｍという大

きな数になりました。当たり前のことかもしれませんが、【たとえわず

かでも、前に、前に歩を進めていけば、その歩みは大きなものになる】

ということに改めて気づきました。そこで、この気づきをもとに、た

とえわずかでも前に進みたい、昨日よりも１歩でもいいから前進した

いという思いから【前】という漢字にしたのでした。毎日を前向きに

頑張る、苦しくても下を向かずに前を向く、そんな意味も自分なりに

込めています。 

子どもたちに「実行力」を求める以上、私自身も、「実行力」を発揮

しなければなりません。決意や目標の達成に向かって子どもたちとと

もに頑張りたい、そう強く思っています。 

やればできる！ではなく、 

       やらなきゃできない！！ 

 保護者や地域の皆様は、もし漢字一文字でご自分の今年の決意を表

すとしたら、どんな漢字を選ばれますか。ぜひ、お考えいただき、子

どもたちと一緒に「実行力」を発揮されてみませんか。 



書初めはもともと、平安時代に宮中の一部の文人の行事として始

まったと言われ、吉書初めでは元旦に、その年初めて汲んだ水（若

水）ですった墨を使って、恵方を向いて詩歌を書いていました。一

般的に広まったのは江戸時代で、当時の寺子屋教室の普及に伴って

広がりました。また、明治以降には、学校で習字が必修となり多く

取り組まれるようになりました。昭和初期頃までは、神棚や学問の

神様と言われている「菅原道真」の絵の前で、「寿」や「福」など

のおめでたい縁起のいい文字や漢詩を書いて、年神棚へ納めたり、

その年の恵方（縁起がいいとされている方角）に貼ったりしていた

そうです。書初めは長い、長い歴史ある伝統行事なのですね。 

 小学校では、１月１４日（金）に書初め会を行いました。１・２

年生は教室で、３年生以上は体育館で行いました。 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

３年生以上は、普段使い慣れていない条幅紙に大きな筆を使って

字を書きますので、なかなかうまくはいきません。字の上達（「と

め」・「払い」・「折れ」など）はもちろんですが、「失敗や簡単にで

きないことにもあきらめず、粘り強く取り組む心」を育てたり、「集

中して全力で取り組むことで得られる満足感・達成感」を感じたり

してほしいという願いから、この書初め会を毎年行っています。 

子どもたちが字を書く様子を見ましたが、真剣に課題に向き合い、

１画１画に心を込めながら、まさに一心不乱に書初めに取り組んで

いました。体育館には静けさが広がり、なんとも言えない緊張感が

漂い、見ている私も清々しい気持ちになりました。 

 書き終わった子どもたちに「どうだった？ いい字が書けました

か。」と問いますと、ほとんどの子どもたちが「はい。」と大きな声

で自信をもって答えてくれました。子どもたちのこういう反応って

嬉しいですね。そう答えられるのは、一生懸命に取り組んだ証拠、

頑張った証拠なのです。出来上がった作品はもちろん、胸を張って

そう答えてくれた子どもたちの姿はかっこよく、輝いていました。 

寒さに負けず頑張った美川っ子全員１００点満点です！！ 

なわとび練習を通して… 

 １月１７日から休み時間を利用し、体育館を使っての「なわとび

練習」が始まっています。なわとびは、天候が悪くなりがちな冬場

に、体育の時間や休み時間を利用して継続的に取り組むことで、子

どもたちの健康の増進や体力の向上、持久力などを高めることを目

的として行っています。もちろん、実施に際しては、マスク着用や

換気はもちろん、マスクを外す場合にはしっかりとお互いの距離を

とるなどの感染防止対策をしています。コロナ禍だからこそ、運動・

食事・睡眠という基礎体力の維持に不可欠な活動をしっかりと行っ

ていかなければならないと考えます。 

 練習の様子を見ますと、高学年が下学年に跳び方のアドバイスを

したり、お手本を見せたりしています。お互いに技を見せ合いなが

ら、競い合っています。友達と一緒に難しい技に挑戦しています。

教え合ったり、励まし合ったり、刺激し合ったり、そういう中で子

どもたちは技能を高めています。 

なわとび練習は、まだしばらく続きます。体力・技能の向上とと

もに、目標に向かって粘り強く取り組む力、他者とかかわる力、自

分や友達の頑張りを認めることができる力、そして共に成長を喜び

合える心など、子どもたちには多くのものを身につけていってほし

いと願っています。 

 

コロナに負けない【凡事徹底】 

 全国的に猛威を振るう新型コロナウイルス。収束の気配は見えま

せんが、負けるわけにはいきません。感染防止のためにできること

は限られているかもしれませんが、一人一人ができること、当たり

前のことをしっかりとやっていく必要があります。１月１４日付の

山陰中央新報の中で、松江赤十字病院感染症科の部長様が「個々が

感染対策を徹底して感染者を減らさないといけない。手洗いや消毒、

換気の徹底などはもちろん、マスクは不織布を使用し、しっかりと

鼻まで覆うことを改めて意識してほしい」と、インタビューに答え

られていました。学校が日々行っている感染防止対策と全く同じで

す。とにかくこの感染防止対策を【凡事徹底】していきます。 

２月の主な行事                                                                     

３日（木）全校朝礼、外国語（支援員）、ＳＣ訪問日   

４日（金）委員会⑥ 

７日（月）間伐体験（５年）        

８日（火）ＳＣ訪問日 

９日（水）なわとび集会、学校評議員会 

１０日（木）外国語（ＡＬＴ） 

１５日（火）全校テスト（国）、三中新入生説明会（PM） 

１６日（水）授業公開日、新入生物品購入 

１７日（木）外国語（支援員）、四中新入生説明会（PM） 

第６回 PTA 運営委員会 

１８日（金）クラブ⑥     ２２日（火）ラブック号 

２４日（木）外国語（ＡＬＴ） ２５日（金）委員会⑥ 

２８日（月）全校テスト（算） 

★１９日（土）～２４日（木）メディアコントロールウィーク 

 


